
みなさんからの請願・陳情は
こうなりました

３月定例会で審査した請願・陳情
の採択結果を報告します。
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【
賛
成
…
圓
岡
議
員
】

　

大
山
町
が
交
流
を
重

ね
て
い
る
嘉
手
納
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ

ば
多
く
の
意
見
書
や
抗

議
決
議
を
可
決
さ
れ
て

い
る
。
日
本
政
府
は
こ

れ
ら
の
声
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
る
べ
き
。

【
反
対
…
野
口
昌
議
員
】

　

北
朝
鮮
も
い
つ
本
土

に
向
か
っ
て
ミ
サ
イ
ル

を
撃
ち
込
む
か
わ
か
ら

な
い
。
そ
う
い
う
中
で

安
全
保
障
と
い
う
観
念

か
ら
ど
こ
か
に
そ
れ
を

防
ぐ
、
迎
撃
す
る
施
設

が
な
い
と
い
け
な
い
。

現
在
沖
縄
に
米
軍
基
地

が
あ
り
、
こ
こ
が
最
も

重
要
な
日
本
の
安
全
保

障
基
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
国
の
問
題
で
あ

り
、
国
と
し
て
の
安
全

を
考
え
て
い
き
、
そ
の

中
か
ら
ど
こ
に
持
っ
て

い
く
か
を
検
討
す
べ
き
。

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
地
方
公
共

団
体
の
自
由
度
が
拡
大
し
、
自
主
性
及
び
自
立

性
の
高
ま
り
が
求
め
ら
れ
る
中
、
住
民
の
代
表

機
関
で
あ
る
地
方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

責
任
が
格
段
に
重
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
議
員
の
活
動
も
幅
広
い
分

野
に
及
ぶ
と
と
も
に
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
統
一
地

方
選
挙
に
お
い
て
、
町
村
で
は
議
員
へ
の
立
候

補
者
が
減
少
し
、
無
投
票
当
選
が
増
加
す
る
な

ど
、
住
民
の
関
心
の
低
下
や
地
方
議
会
議
員
の

な
り
手
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度

を
時
代
に
相
応
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
も
、
議

員
を
志
す
新
た
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地
方

議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
方

議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法

整
備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

衆
議
院
議
長　
　
　

大　

島　

理　

森　

様

参
議
院
議
長　
　
　

伊　

達　

忠　

一　

様

内
閣
総
理
大
臣　
　

安　

倍　

晋　

三　

様

ほ
か　

４　

名

件　　　名 提　出　者 要　　　旨 委員会の意見・結果 付託委員会 結　果

請
　
願

テロ等組織犯罪準
備罪（共謀罪）の
創設に反対する請
願書

鳥取市西品治806
鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　暁

（紹介議員　大森正治）

テロ等組織犯罪準備罪（共
謀罪）の創設に反対する
意見書を国に提出された
い。

組織的犯罪処罰法改正案
については、詳細確認が
できていない現状であり、
不採択とすべきとの意見
もあったが、現在は国会
での審議をしっかり見守
るべき。継続審査と決し
た。

総務 継続審査

この請願は、平成29年４月23日の議員任期満了により審議未了となりました。

陳
　
情

「沖縄の声に共鳴し
て地方自治の堅持
を日本政府に求め
る意見書」の採択
を求める陳情書

鳥取市西品治806
鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　暁

沖縄の民意を真摯に受け
止め、日本国憲法が保障
する地方自治の本旨に基
づき、住民自治と団体自
治を柱とする地方自治を
堅持することを求める意
見書を関係行政庁に提出
されたい。

国の安全保障に関わる案
件であり、国と沖縄県と
の間にはわれわれ他県の
自治体が関わるべきでは
ない。全会一致で不採択。

総務

不採択
賛成：１人
（圓岡）
反対：13人
欠席：１人
（大森）

討

論

討

議員発議で国に意見書を提出
地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書を可決しました。

→
議
員
紹
介

定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

委
員
会
報
告

議
会
構
成

お
知
ら
せ

請
願
・
陳
情
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第３回臨時議会４月27日

副町長選任議案
反対８・賛成７で

　一般選挙後初の議会を４月 27 日に開き、副町長の人
事議案のほか３議案が上程されました。副町長の選任議
案は賛成７・反対８で否決になりましたが、そのほかの
議案は原案通り可決になりました。

否
決

専
決
処
分

大
山
町
税
条
例
の一

部
改
正

　
個
人
住
民
税
の
配
当
割
、
株

式
等
の
譲
渡
所
得
の
明
文
化
、

法
人
住
民
税
の
延
滞
金
の
規
定
、

固
定
資
産
税
の
特
例
を
改
定
す

る
も
の質

疑

【
野
口
昌
議
員
】　

耐
震
構
造
の

建
物
が
対
象
だ
が
、
町
民
の
建

物
で
も
対
象
か
。

【
税
務
課
長
】　

町
内
で
は
ま
だ

な
い
。
こ
れ
か
ら
申
請
も
出
て

く
る
と
思
う
。

【
野
口
昌
議
員
】
Ｐ
Ｒ
も
大
切
だ

と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
税
務
課
長
】
こ
れ
ま
で
ど
お
り

と
同
じ
く
広
報
を
通
じ
て
行
い

た
い
。

【
野
口
俊
議
員
】　

最
低
限
の
耐

震
構
造
の
基
準
は
。

【
税
務
課
長
】　

詳
細
は
ま
だ
調

べ
て
い
な
い
。
今
後
は
増
え
て

く
る
と
思
う
の
で
担
当
者
と
協

議
を
進
め
る
。

専
決
処
分

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　
国
保
税
の
2
割
お
よ
び
5
割

軽
減
の
判
定
所
得
の
算
定
で
被

保
険
者
1
人
の
当
た
り
の
金
額

を
引
き
上
げ
る

質

疑

【
大
森
議
員
】　

軽
減
の
枠
が
広

が
る
が
ど
の
位
に
な
る
か
。

【
税
務
課
長
】　

算
定
の
最
中
で

ま
だ
正
確
な
数
字
は
出
て
い
な

い
。

副
町
長
の
選
任

会
計
管
理
者
　
野
間
一
成
氏
を

副
町
長
と
し
て
提
案

討

論

討
【
反
対
…
大
杖
議
員
】　

基
金
運

用
の
評
価
損
が
２
・
５
億
円
出
て

い
る
。
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
が

あ
っ
た
ら
高
い
比
率
の
借
入
金

が
心
配
だ
。

【
賛
成
…
野
口
昌
議
員
】　

利
益

も
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
町

財
政
も
潤
う
こ
と
も
必
要
。

【
反
対
…
加
藤
議
員
】　

含
み
損

が
出
て
塩
漬
け
に
な
っ
た
長
期

国
債
が
20
億
円
弱
あ
る
。
町
長

や
副
町
長
に
相
談
し
な
い
で
、

基
金
を
私
的
に
使
っ
て
楽
し
ん

で
い
る
。

【
賛
成
…
近
藤
議
員
】　

資
金
運

用
は
前
森
田
町
長
の
元
で
し
て

い
た
。
今
後
の
運
用
に
つ
い
て

は
別
途
考
え
れ
ば
よ
い
。

改選後の初議会

議
員
紹
介

定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

委
員
会
報
告

一
般
質
問

お
知
ら
せ

臨
時
議
会
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第４回臨時議会５月10日

再度提出された
副町長の選任議案　
賛成8・反対7で
　５月 10 日臨時議会を開きました。副町長の選任（野
間一成氏を再提案）、教育長の任命議案ほか任命・選任
の５議案は原案どおり可決しました。

可
決

教
育
長
の
任
命

元
大
山
小
校
長
　
鷲
見
寛
幸
氏

を
教
育
長
と
し
て
提
案

質

疑

【
門
脇
議
員
】　

教
育
行
政
の
課

題
と
適
任
で
あ
る
と
判
断
し
た

ポ
イ
ン
ト
は
。

【
町
長
】 

本
町
に
住
み
続
け
た

い
、
帰
っ
て
き
て
い
た
だ
け
る

子
ど
も
た
ち
に
育
て
て
ほ
し
い
。

　

鷲
見
さ
ん
は
社
会
教
育
に
も

精
通
し
、
本
町
の
出
身
で
、
本

町
に
対
す
る
愛
を
感
じ
た
。

副
町
長
の
選
任

質

疑

【
大
杖
議
員
】　

町
の
大
切
な
資

金
を
使
っ
て
含
み
損
を
発
生
さ

せ
た
。
町
長
が
疑
惑
の
事
実
解

明
を
し
て
か
ら
で
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
不
祥
事
の
よ
う
に
言
わ

れ
る
が
、内
規
に
基
づ
い
て
行
っ

た
も
の
で
、
総
務
常
任
委
員
会

に
は
報
告
を
し
て
い
る
。
運
用

で
年
間
約
２
３
０
０
万
円
の
金

利
が
入
っ
て
い
る
。

【
加
藤
議
員
】　

上
司
に
報
告
が

な
か
っ
た
か
ら
始
末
書
を
書
い

て
い
る
。

【
町
長
】
内
規
の
運
用
で
上
司
と

部
下
の
間
に
と
り
違
い
が
あ
っ

た
。
内
規
の
見
直
し
を
す
る
。

【
岡
田
議
員
】　

必
要
に
応
じ
て

と
後
追
い
の
よ
う
に
作
っ
た
よ

う
だ
が
。

【
町
長
】
曖
昧
な
こ
と
を
決
め

た
側
と
受
け
る
側
と
の
違
い
が

あ
っ
た
。

【
森
本
議
員
】　

内
規
に
も
曖
昧

な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
報
・
連
・

相
が
な
く
起
こ
っ
た
問
題
、
今

後
ど
う
す
る
の
か
。

【
町
長
】
時
間
は
か
か
る
が
、
な

ん
で
も
言
え
る
職
場
環
境
を
つ

く
る
。討

論

討
【
反
対
…
門
脇
議
員
】　

報
道
さ

れ
た
不
祥
事
や
基
金
の
含
み
損

を
発
生
さ
せ
た
こ
と
は
、
関
係

者
が
声
を
上
げ
て
い
れ
ば
防
げ

た
の
で
は
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
徹
底
で
き
る
外
部
か
ら
選

任
す
べ
き
で
あ
る
。

【
賛
成
…
近
藤
議
員
】　

基
金
運

用
は
前
町
長
が
決
め
た
内
規
に

基
づ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
行

政
経
験
の
少
な
い
町
長
に
は
多

く
の
職
員
を
ま
と
め
る
た
め
に

内
部
か
ら
の
選
任
が
必
要
で
あ

る
。

【
反
対
…
加
藤
議
員
】　

額
面
以

上
で
買
っ
た
も
の
も
あ
る
が
説

明
が
な
か
っ
た
。
十
分
な
説
明

で
あ
っ
た
か
。

【
賛
成
…
野
口
昌
議
員
】　

基
金

を
低
金
利
で
預
け
て
お
く
よ
り

運
用
し
て
財
政
を
潤
す
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

【
反
対
…
大
杖
議
員
】　

大
山
開

山
１
３
０
０
年
祭
を
控
え
国
・

県
か
ら
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

県
に
人
材
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

【
賛
成
…
大
森
議
員
】　

詳
し
い

説
明
で
は
基
金
運
用
の
含
み
損

は
そ
の
経
過
の
中
で
の
こ
と
で
、

元
本
は
保
証
さ
れ
て
い
る
。

【
賛
成
…
西
尾
議
員
】　

3
月
議

会
で
総
務
委
員
会
に
説
明
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
に
始
末
書
を

書
い
て
い
る
。
含
み
損
で
始
末

書
を
書
く
こ
と
は
不
思
議
、
含

み
益
が
出
て
い
た
時
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

【
賛
成
…
池
田
議
員
】　

不
安

だ
っ
た
が
、
内
規
に
基
づ
い
て

運
用
し
て
い
た
こ
と
が
解
明
で

き
た
。
町
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
人
が
適
任
で
あ
る
。

議
員
紹
介

定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

委
員
会
報
告

一
般
質
問

お
知
ら
せ

臨
時
議
会
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議会の構成決まる
　4 月 27 日に開催した、平成 29 年第 3 回臨時会で、議会運営委員会・常任
委員会の構成が決まりました。

　議会のあり方、役割について今一度よく考え、町民の皆様に信
頼される議会の実現に向け努めて行きたい。
　より開かれた議会、町民参加、行政評価が進められるよう努め
るべきであり、又、議員間の活発な討議・合意形成により、町民
の皆様の福祉向上と地域社会の発展を目指して、町政をより良い
方向へ導かねばなりません。
　公正かつ円滑な議会運営に取り組んで行きます。

　総務常任委員会は、所管の事務（総務課・税務課・企画情報課・
地籍調査課・会計課）は基より、行政全般を管轄します。他の常
任委員会との連携を密にしながら、町民から信頼され、安全で安
心して暮らせ、夢が持てるまちづくりをめざします。活発な議論
のできる委員会活動になるよう、委員間の融和に努めてまいりま
す。

　保育所・小中学校・社会教育・健康保健・福祉事業など幅広く、
しかも身近な課題を抱えている委員会です。子育てしやすく安心
して暮らせる町が望まれます。「人づくりは町づくり」の精神に重
点を置いて取り組みます。

　来年度には大山開山1300年を控え、今が旬な事業課を所管す
る委員会です。大山が賑わいを取り戻すべく、各委員の経験や新
たな視点を生かせるよう委員会としての役割をしっかり果たして
いきたいと思います。
　また、そのほかのインフラ整備や更新など、住民生活に密接に
関係する部分でも、町民目線で審議・議論をしていきます。

　町民の皆様に読みやすく、多くの情報をコンパクトに凝縮した
紙面でお届けします。多くの町民の皆様からの遠慮ないご意見を
お待ちしてます。

【議会運営委員会（定数 5）】
○委 員 長 岡田　　聰
○副委員長 加藤　紀之
○委　　員 米本　隆記
 大杖　正彦
 大原　広巳

【総務常任委員会（定数 5）】
○委 員 長 米本　隆記
○副委員長 池田　幸恵
○委　　員 近藤　大介
 大原　広巳
 杉谷　洋一

【教育民生常任委員会（定数 6）】
○委 員 長 大杖　正彦
○副委員長 門脇　輝明
○委　　員
　西山富三郎　岡田　　聰
　吉原美智恵　野口　昌作

【経済建設常任委員会（定数5）】
○委 員 長 加藤　紀之
○副委員長 西尾　寿博
○委　　員 野口　俊明
 大森　正治
 森本　貴之

【広報常任委員会（定数 8）】
○委 員 長 大原　広巳
○副委員長 森本　貴之
○委　　員 
　野口　俊明 吉原美智恵
　近藤　大介 米本　隆記
　門脇　輝明 杉谷　洋一

【議会選出監査委員】西山　富三郎
【鳥取県西部広域行政管理組合議会議員】杉谷　洋一
【鳥取県後期高齢者医療広域連合議会議員】杉谷　洋一

議
員
紹
介

定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

委
員
会
報
告

一
般
質
問

お
知
ら
せ

議
会
構
成



（左から関、手島、前田）

31　2017 年６月　議会だよりだいせん 48 号

全国で３年連続
優秀賞（総合第４位）

議会事務局紹介

　議会だよりだいせん 43 号（平成 27 年 12 月定
例会）が、全国町村議会議長会主催の第 31回町村
議会広報コンクールで、応募総数 291 紙の中から
全国 4位を受賞しました。

　町民の皆さまに分かりやすく議会活動を理解していただき「伝わる」広報
を目指して取り組んできました。これからも多彩な企画にチャレンジし、皆
さまに親しまれる紙面づくりを心がけていきます。
　皆さまのご協力と紙面へのご意見・ご要望をお寄せいただければ幸いです。

コンクール審査員の評価
●随所の見出し内容に目の離せない感があり、活気の
ある紙面になっている。「読者おもい」となっている。

●重要議案の「否決」を大見出しで示し、ビジュアル
な紙面で読者に迫る、議会本来の機能発揮をアピー
ルしている。

●情報ごとに、紙面の表現を変化させ、視覚的な情報
区分をはかっている。

●観光活性化に向けた「議員間の討論会」「議員と語
る会」のレポート、住民の声、取材による特集など
バリエーションがある。

4 月に新しく前田智加子さ
んが議会事務局職員として
着任しました。
議会運営がスムーズにいく
よう 3 人のスタッフで議
会活動を支えていきます。
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介
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会
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構
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「風にそよぐ藤の花（住雲寺）」

2017.6 N
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【
発
行
責
任
者
】

　
　
　

議
長　

杉
谷　

洋
一

【
広
報
常
任
委
員
会
】

　

委
員
長　

大
原　

広
巳

副
委
員
長　

森
本　

貴
之　

委
員　

野
口　

俊
明

委
員　

吉
原
美
智
恵

委
員　

近
藤　

大
介

委
員　

米
本　

隆
記　

委
員　

門
脇　

輝
明

委
員　

杉
谷　

洋
一　
　

遠藤雅士
（今在家）

貝本朱恵
（新坪田）

向陽寛孝
（下甲）

大
山
町
米
工
会

大
山
町
に

移
り
住
ん
で

わ
が
故
郷

　

大
山
町
米
工
会
は
大
山
町
内
に

在
住
す
る
米
子
工
業
高
校
を
卒
業

し
た
皆
さ
ん
が
集
う
同
窓
会
組
織

で
す
。
三
町
合
併
を
機
に
Ｏ
Ｂ
諸
氏

の
ご
尽
力
で
「
貢
献
・
存
在
・
研
修
・

交
流
・
親
睦
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
平

　

私
た
ち
家
族
が
東
京
か
ら
こ
こ
大
山

町
に
移
住
し
て
３
年
に
な
り
ま
す
。
５

人
の
子
供
た
ち
は
、
自
然
豊
か
で
人
は

穏
や
か
、
食
べ
物
も
美
味
し
い
こ
の
町

が
す
ぐ
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

田
舎
と
都
会
の
一
番
大
き
な
違
い

　

私
は
も
う
す
ぐ
還
暦
を
迎
え
ま
す
が
、

大
学
在
学
中
を
除
い
て
、
わ
が
故
郷
で
あ

る
大
山
町
に
50
年
以
上
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

毎
朝
、
庫く
り裏
の
窓
か
ら
眺
め
る
こ
と
の

で
き
る
霊
峰
大
山
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
慣

成
18
年
に
設
立
さ
れ
、
創
立
10
周
年

の
昨
年
に
は
記
念
誌
の
発
行
を
行

い
ま
し
た
。
会
員
は
40
代
か
ら
80
代

の
幅
広
い
年
齢
層
の
85
名
で
す
。
そ

の
中
で
４
名
が
町
議
会
議
員
と
し

て
活
躍
中
で
す
。
活
動
は
、
３
月
の

は
「
選
択
肢
の
量
」
だ
と
思
い
ま
す
。

店
、
仕
事
、
交
通
手
段
、
ど
れ
も
と

て
も
少
な
い
で
す
。
そ
の
少
な
い
選

択
肢
の
な
か
か
ら
選
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
、
私
に
は
少
々
窮
屈

に
感
じ
ま
す
。

れ
親
し
ん
だ
風
景
で
あ
り
、
と
て
も
好
き

で
す
。

　

ま
た
、「
大
山
さ
ん
」
の
お
陰
で
、
水

不
足
に
な
っ
た
こ
と
も
な
く
、
多
く
の
恵

み
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
時
代
、
東
京
で
の
便
利
な
生
活
に

総
会
、
６
月
の
会
報
発
行
、
会
員
研

修
、
今
年
は
Ｊ
Ｒ
後
藤
総
合
車
両
所

の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
秋
の

大
山
一
斉
清
掃
へ
の
参
加
、
大
山
町

総
合
文
化
祭
で
は
会
員
が
育
て
た

農
産
物
を
出
店
し
毎
年
好
評
で
す
。

黄
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
目
印
で
す
。

締
め
括
り
は
忘
年
会
で
す
。
私
も
退

職
後
入
会
さ
せ
て
頂
き
、
経
験
豊
富

な
皆
さ
ん
と
共
に
明
る
く
元
気
に

活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
時
、

選
択
肢
の
多
さ
は
子
供
の
歩
く
未
来

の
道
を
広
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
山
町
で
し
か
、
大
山
町
だ
か
ら

こ
そ
出
来
る
体
験
や
経
験
を
子
供
た

ち
に
も
っ
と
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

こ
の
町
の
強
み
は
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
で
す
。
人
の
つ
な
が
り
を
生
か

し
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
子
育
て
が

出
来
た
ら
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ

と
は
な
い
で
す
。

魅
力
を
感
じ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

温
か
い
人
間
関
係
に
支
え
ら
れ
た
こ
の
故

郷
が
、
私
に
と
っ
て
何
よ
り
も
か
け
が
え

の
な
い
地
域
で
す
。

　

大
山
町
の
み
な
ら
ず
、
鳥
取
県
全
体
で

少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

町
行
政
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
町
民
も
積
極
的
に

様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
、
多
く
の
若
者

が
、
こ
の
大
山
町
を
愛
し
定
住
化
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

4
月
に
議
員
と
町
長

の
改
選
が
行
わ
れ
た
。
3

人
の
新
人
議
員
が
加
入

し
、
議
会
も
ま
た
新
し
い

風
が
吹
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
竹
口
新
町
長
と

と
も
に
、
間
近
に
迫
っ
た

大
山
開
山
１
３
０
０
年

事
業
に
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
事
業

に
も
更
な
る
進
展
を
め

ざ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

町
民
と
議
会
、
町
執
行

部
と
の
連
携
強
化
の
た

め
、
本
誌
も
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
変
わ
ら
ぬ
努
力
を
続

け
て
い
き
た
い
。（

大
原
）


